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新コロナウイルスが世界を揺るがすなか
20春闘、職場と労働にこだわり

賃金口労働条件の改善を力を合わせて闘い取つていこう

3月 3日 に 要 求 書 を提出 し、
20春闘、賃上|デ・労働条件改善の

闘いが女台まりました。 昨年 10月 か
らの消費税 10%へ の引き上げが、
生活・景気を暗くしてきましたcそ

こrヽ、年明けから新コロナウイルス

が襲いかかってきて、生活はより厳

しくなっているので、分会・職場で

力を合わせ支部一九となつて着実な

成果を実現するように 3月 ～ 4月 集

中して行動していきましょう。

コ ロ ナ ウ イル ス に よって、関

西では 2月 ～ 3月 の大規模な集会、

イベントが中止されたり、学校が閉

鎖されたり、社会の動きや経済活動

t)停滞するようになつてきています。

政府 。自民党は、学校閉鎖などによ

リコロナウイルスを押さえ込むとし

ていますが、まだ先は見通せていま

せん。日本では (3/4現在)感染

者は 1000人 ほどと発表 していま
すが、検査が充分できてない中での

数字なので実際の感染者はもつと多

いだろうとは皆の見方です。アメリ

カでもコロナの感染者が増えてきて

います。 トランブ大統領は3月 3日 、
日本への渡航制限を検討すると発言

しています。

政 府・ 自 民 党 は、コロナ感染

者の実数・実態を早く正しく掴み発

表し、的確な対策を実行することに

初動では失敗したように思います。

オリンピックを守るため、少なめに、

被害がないように見せようと素早い

的確な行動が出来なかつたように見

えます。海外からは 5月 末までに、

オリンピックをどうするか、判断を

迫られてきていますc

日 常 生 活 で も 、学校開鎖で子

供をみるため仕事を休む労働者に賃
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金を補償するとの発表や動きもあ  手 洗 い 、うが いの 徹 底 した
りますcマ スクや トイ レットベー  実行.抵抗力・免疫力を落とさな
パーがなかったり、米・カップメ  いための行動.各 自、そして小集
ンなどの買いだめ t)起 二っていま  団で、コロナに負けない行動をし
す。店やスーパーに人の列ができ  ながら、 20春闘を聞いましょう。
た り、今まで見なかった光景や、  3/13(金 )宝 塚、 3/17
非 日常的現象 t)出 てきそ うな雲行  (火 )太平・・・団体交渉を分会・

きです。向こう半年ぐらい、秋 田  支部一体 とな り力を合わせ成果を
まで、予断を訂11さ ない、戦後初め  勝ち取りましょう。
て、社会の上台・根底からの流動

がおこる可能性を秘めてきました。

そんな中での春闘ですc

今_後 の_予_定

教 授

裁 判
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「働き方改革」と 20春闘
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均 等 ・ 均 衡 待 遇 を
こ こ で い う待 遇 は 「皆 勤
手 当」「通 勤 手 当」「基 本 給 J
な ど賃 金 各 種 手 当 、 福 利
厚 生 、 教 育 訓 練 そ し て
「賞 与 」「退 職 金 」 に至 るま
で 幅 広 い 労 働 条 件 を 指 し
て い ます .
こ うい っ た 各 種 労 働 条 件
全 般 に 、 同 一 の 企 業 内 で
非 正 規 雇 用 労 働 者 で あ る
こ と を 理 由 と して 不 合 理
な 待 遇 格 差 を 設 け る こ と
を規 制 す る もの です。
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「同 一 労 働 同 一 賃 金 」
企 業 規 模 や 学 歴 な ど に

関係 な く 、 同 じ仕 事 を す
れ ば 同 じ賃 金 が 支 払 わ れ
る 、 とい う こ と を 言 つ て



月 45時 間 、 年 3
が 法 律 本 文 に 書
れ は した もの の、
と して 月 100時
間 720時 間 を 認
ま い ま した 。 月
間 の 残 業 と は 、
る 過 労 死 基 準 で
ん な に働 か せ た
で し ま う、 と裁
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50%)へ の ラ|き 上 げは 20
23年 実施 と先 伸 ば し と
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労 働 時 間 規 制
「時間外 労働 の 上限規制」
(労 働 基 準 法 )が 2020
年 4月 か ら 中 小 企 業 に
適 用 され ます。
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